
神への祈り  
 

1. 天の父に対して、主イエスに対して  

① 父なる神に対して  

「天にいます私たちの父よ。御名が聖なるものとされますように。」（マタイ 6：9） 

・	 聖書中の祈りの言葉のほとんどは父なる神に対して捧げられたもの 

・	 神に祈りなさい、という命令が基本的に意味するのは父なる神への祈り 

＊主イエスも神だが、文脈上、「神」は多くの場合、父を表わしている。 

② イエスに対して  
「見よ、わたしは戸の外に立ってたたいている。だれでも、わたしの声を聞いて戸を開ける

なら、わたしはその人のところに入って彼とともに食事をし、彼もわたしとともに食事をす

る。」（黙示録 3：20） 

・	 食事、とは、ユダヤ的文脈において親しい交流を表わしている。 

 
2.  「たゆみなく」「感謝をもって」祈り続ける  

「たゆみなく祈りなさい。感謝をもって祈りつつ、目を覚ましていなさい。」（コロサイ 4：2） 
「何も思い煩わないで、あらゆる場合に、感謝をもってささげる祈りと願いによって、あなたが

たの願い事を神に知っていただきなさい。7そうすれば、すべての理解を超えた神の平安が、あ
なたがたの心と思いをキリスト・イエスにあって守ってくれます。」（ピリピ 4：6~7） 

 
① 祈りによって神様との交流を持つことが日常的になっている必要がある 

② いつも神様に感謝する心を持つべき 

 
3. 御心にかなう祈りを、神に聞いて下さる  

「何事でも神のみこころにしたがって願うなら、神は聞いてくださるということ、これこそ神に

対して私たちが抱いている確信です。」（第一ヨハネ 5：14） 
 
① 優先順位を間違えた祈りは、神に聞かれる保証が無い。  

「まず神の国と神の義を求めなさい。そうすれば、これらのものはすべて、それに加えて与

えられます。」（マタイ 6：33） 
 

② 神の栄光に繋がるか、正しい動機から出た願いか  

＊父・子の関係から来る自然な願いや祈りも必要。バランスが大切 

 

4.  誰のために祈るべきか  

①  自分自身に対して  



「何も思い煩わないで、あらゆる場合に、感謝をもってささげる祈りと願いによって、あな

たがたの願い事を神に知っていただきなさい。」（ピリピ 4：6） 
 

②  全てのクリスチャンのために  

「あらゆる祈りと願いによって、どんなときにも御霊によって祈りなさい。そのために、目

を覚ましていて、すべての聖徒のために、忍耐の限りを尽くして祈りなさい。」（エペソ６：

８） 
「あなたがたの仲間の一人、キリスト・イエスのしもべエパフラス・・彼はいつも、あなた

がたが神のみこころのすべてを確信し、成熟した者として堅く立つことができるように、あ

なたがたのために祈りに励んでいます。」（コロサイ 4：12） 

 
③  その他、全ての人々、王や高い地位にいる人々のために  

「そこで、私は何よりもまず勧めます。すべての人のために、王たちと高い地位にあるすべ

ての人のために願い、祈り、とりなし、感謝をささげなさい。」（第一テモテ 2：1） 
 

④  誰に祈るべきか〜実践的な適用  

・	 所属教会とそのメンバー、その他親しい兄弟・姉妹 

・	 ミニストリー等の神の働きのため 

・	 自分の家族（血縁関係）や、友人 

 
⑤ 私たちの日々の祈りは神の前でとても大切なもの  

「一人の天使が大声で叫びました。『家の材料が来た!』目の前にある材料について、天使
が教えてくれました。『これらの材料は、ある田舎の小さな教会に仕える女執事のもので

す。彼女は毎日、材料を受け取っています。貧しい人ですが、 毎朝欠かさず早天礼拝に来
ます。日々、87人の教会員のために祈っています。 祈り終えると、教会を掃除していま
す。』また、別の天使の声がしました。『特別便です!女執事が、娘からわずかなお金を受
け取りました。彼女は自分のため に使わず、卵 5つと靴下 2足を買って、教会の牧師に贈り
ました。ほんのわずか な捧げ物ですが、彼女はその日受けたもの全てを捧げたのです。こ
れが、彼女の家の特別な材料となるのです。』」（韓国の牧師、パク・ヨンギュの臨死体験） 

 
5. 正しい人の祈りには力がある  

「ですから、あなたがたは癒やされるために、互いに罪を言い表し、互いのために祈りなさい。

正しい人の祈りは、働くと大きな力があります。（ヤコブ 5：16） 
「私たちは知っています。神は、罪人たちの言うことはお聞きになりませんが、神を敬い、神の

みこころを行う者がいれば、その人の言うことはお聞きくださいます。」（ヨハネ 9：31） 

 



6. 祈りの言葉の事例  

 
① エペソの聖徒へのパウロの祈り  

「どうか、私たちの主イエス・キリストの神、栄光の父が、神を知るための知恵と啓示の御

霊を、あなたがたに与えてくださいますように。 18また、あなたがたの心の目がはっきり
見えるようになって、神の召しにより与えられる望みがどのようなものか、聖徒たちが受け

継ぐものがどれほど栄光に富んだものか、19また、神の大能の力の働きによって私たち信じ
る者に働く神のすぐれた力が、どれほど偉大なものであるかを、知ることができますように。」

（エペソ 1：17~18） 
 

② ユダヤの民族的罪の赦しを願うダニエルの祈り  

「ああ、私の主、大いなる恐るべき神。あなたを愛し、あなたの命令を守る者には、契約を

守って恵みを下さる方。 5私たちは罪ある者で不義をなし、悪を行って逆らい、あなたの命
令と定めから外れました。6私たちはまた、あなたのしもべである預言者たちが、御名によ
って私たちの王たち、首長たち、先祖たち、民衆すべてに語ったことばに、聞き従いません

でした。・・・私たちの神よ。今、あなたのしもべの祈りと願いを聞き入れ、主ご自身のた

めに、あなたの荒れ果てた聖所に御顔の光を照り輝かせてください。 18私の神よ。耳を傾
けて聞いてください。・・・私たちが御前に伏して願いをささげるのは、私たちの正しい行

いによるのではなく、あなたの大いなるあわれみによるのです。19主よ、聞いてください。
主よ、お赦しください。主よ、心に留めて事を行ってください。私の神よ、あなたご自身の

ために、遅らせないでください。あなたの都と民には、あなたの名がつけられているのです

から。」（ダニエル 9：4~19） 

 
③ 迫害の中での大胆さを求める初代教会の祈り  

「これを聞いた人々は心を一つにして、神に向かって声をあげた。『主よ。あなたは天と地

と海、またそれらの中のすべてのものを造られた方です。25あなたは聖霊によって、あなた
のしもべであり私たちの父であるダビデの口を通して、こう言われました。「なぜ、異邦人

たちは騒ぎ立ち、 もろもろの国民はむなしいことを企むのか。26地の王たちは立ち構え、 君
主たちは相ともに集まるのか、 主と、主に油注がれた者に対して。」 7事実、ヘロデとポン
ティオ・ピラトは、異邦人たちやイスラエルの民とともに、あなたが油を注がれた、あなた

の聖なるしもべイエスに逆らってこの都に集まり、 28あなたの御手とご計画によって、起
こるように前もって定められていたことすべてを行いました。 29主よ。今、彼らの脅かし
をご覧になって、しもべたちにあなたのみことばを大胆に語らせてください。 30また、御
手を伸ばし、あなたの聖なるしもべイエスの名によって、癒やしとしるしと不思議を行わせ

てください。』 31彼らが祈り終えると、集まっていた場所が揺れ動き、一同は聖霊に満たさ
れ、神のことばを大胆に語り出した。」（使徒 4：24~31） 



聖書的な断食とは  
 

1.  断食についての基礎的な要点  

① 一定期間、食事を抜くこと（水分補給は可能） 

② 断食は良い行いである 

・	 ユダヤ人の代表的な三つの善行の一つ（施し、祈り、断食） 

・	 モーセの新約聖書時代、熱心なユダヤ教徒は週に二回の断食を行っていた 

・	 人にあえて見せて偽善的にならないよう注意が必要（マタイ 6章） 

③ 新契約以降の時代において、聖書は断食を命令していない 

 

2.  聖書時代における断食の三つの目的  

①	 過去の罪に関して敬虔な悲しみと悔い改めを表わすため 

「ダビデはその子のために神に願い求めた。ダビデは断食をして引きこもり、一晩中、地に

伏していた。」（第二サムエル 12：16） 

②	 大きな危険に面した時，神の導きを切実に必要とするため 

「・・モアブ人とアンモン人、および彼らに合流した一部のアンモン人が、ヨシャファテと

戦おうとして攻めて来た。・・3ヨシャファテは恐れた。そして心に決めて主を求め、ユダの
全土に断食を呼びかけた。（歴代誌第二 20：1~3） 

③ 研究・黙想・奉仕などに集中するため（聖別）。（マタイ 4:1-2） 

「また、彼らのために教会ごとに長老たちを選び、断食して祈った後、彼らをその信じてい

る主にゆだねた。」（使徒 14：23） 

・	 断食期間中、食事を断つことによって余る時間やエネルギーは、祈りや奉仕等、神に対

して用いる必要がある。そうでなければ断食の意味はない 

 
3.  断食の種類  

① 霊的な断食  

「わたしの好む断食、人が自らを戒める日とは、このようなものだろうか。 葦のように頭
を垂れ、 粗布と灰を敷き広げることなのか。これを、あなたがたは断食と呼び、主に喜ば
れる日と呼ぶのか。6わたしの好む断食とはこれではないか。 悪の束縛を解き、くびきの縄
目をほどき、虐げられた者たちを自由の身とし、すべてのくびきを砕くことではないか。7
飢えた者にあなたのパンを分け与え、家のない貧しい人々を家に入れ 裸の人を見てこれに
着せ、あなたの肉親を顧みることではないか。 8そのとき、あなたの光が暁のように輝き出
て、あなたの回復は速やかに起こる。あなたの義はあなたの前を進み、主の栄光があなたの

しんがりとなる。」（イザヤ 58：5~8） 

 
②  ダニエル断食、好む食物を断つ  



「そのころ、私ダニエルは、三週間の喪に服していた。 3 満三週間、ごちそうも食べず、
肉もぶどう酒も口にせず、また身に油も塗らなかった。・・・彼は私に言った。「恐れるな、

ダニエル。あなたが心を定めて、悟りを得ようとし、自分の神の前で自らを戒めようとした

その最初の日から、あなたのことばは聞かれている。私が来たのは、あなたのことばのため

だ。」（ダニエル 10：2〜12） 
 

③  断食の生活  

食欲を完全には満たさないことにより、常に肉を霊に従わせる 
 

4.  断食の益  

①  肉を鎮めることにより、霊的に敏感になり、神の力が働きやすくなる。 

・	 救いや癒しが起きやすくなる、 

②  神に対し、自分の真剣な態度を表すことができる 

・	 ダニエルの例 


